
１階　考古学展示
展示室1

はじめに
年 年後期新古典主義建物 年

年に建築家フアン・ダウ
ラは売却された聖フランシス
コ修道院の一部を改修し、当
美術館の後期新古典主義建物
をデザインしました。正門は
以前修道院の畑があったミナ
広場に面しています。

両美術館が合併し現在のカデ
ィス美術館となりました。そ
の後 年に活動方針が立て
られ、国内の美術館としては
初めて大規模の改修が行われ
ました。以降、館内の配置は
パティオを中心に 階部分に
は考古学展示、 階は美術展
示、 階は民俗学および現代
美術展示となっています。

快適に鑑賞することができる
だけでなく、いくつかの重要
な作品を含む展示品は美術的
にも素晴らしいものばかりで
、それらを通じて特に紀元前
世紀から紀元後 世紀までの
町と州の様子を探ることがで
きます。

この年発見された男性用石
棺は考古学研究にとって大
発見となりました。また、
このことがきっかけで考古
学博物館創設の動きが高ま
りました。この石棺発見後
もカディスでの発掘作業に
よって現在の美術館のコレ
クションは増え続けていま
す。特に近年の研究が多大
なる寄与をもたらしたこと
は言うまでもありません。

美術アカデミーは委員を派遣
し、州美術館を創設しました
。コレクションには政治家メ
ンディサバルが行った永代所
有財産の解放で回収した美術
品が集められました。

配置

旧考古学博物館と旧州立美術
館の つの美術館はそれぞれ
のコレクションを持ち独立し
て活動していましたが、
年に国内美術館協会によって
統合され、現在のカディス美
術館となりました。

考古学博物館は 年のフェ
ニキア人の石棺の発見後創設
されました。この発見はカデ
ィス美術館にとって大発見だ
っただけでなく、考古学研究
にとっても大きな動機付けと
なりました。この石棺発見後
もカディスでの発掘作業によ
って現在の美術館のコレクシ
ョンは増え続けています。特
に近年の研究が多大なる寄与
をもたらしたことは言うまで
もありません。

統合された つの美術館は、
年以降活動計画に取り組

み、美術館全体の大規模改修
がなされました。当時こうい
った活動計画が出されたのは
国内の美術館では初めてのこ
とで、後のモデルとなりまし
た。

展示品の配置は中庭を中心と
して1階には考古学展示、2階
には美術展示および古銭展示
、そして3階には民俗学展示
となっています。さらに3階
の一部を現代美術展示にする
計画が進んでいます。

展示は快適、教育的で分かり
やすい展示になるよう配慮さ
れています。作品は訪れる人
が飽きることのないよう選び
抜かれています。解説は簡略
で分かりやすいものから、専
門的なもの、博学的なものと
いくつかのレベルに分かれて
います。快適に鑑賞すること
ができるだけでなく、いくつ
かの重要な作品を含む展示品
は美術的にも素晴らしいもの
ばかりで、それらを通じて特
に紀元前 世紀から紀元後 世
紀までの町と州の様子を探る
ことができます。

展示室２

展示室２　植民地時代

展示室８
展示室 に隣接する展示室 は
中世、近世、そして現代のカ
ディスに関する展示に当てて
あります。カディス港の浚渫
船によって集められた漂流物
の陶磁器や、カディスでの憲
法制定議会の状況をよく表す
展示物があります。
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展示室６　古銭標本室

展示室１４　 世紀

展示室５７　 世紀

２階　美術展示

「ティア・ノリカ」のマリオネット
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３階　民俗学およ
び現代美術展示

エントランスホール

展示室１　先史時代

展示室２　植民地時代

展示室３７　ローマ時代

展示室８　中世　近代　現代

中庭美術展示

２階　美術展示
当美術館は国営美術館を除け
ば美術展示品において国内有

展示室１
ここにはスルバランのコレク
ションが展示してあります。
これらの大部分がヘレスのカ
ルトゥジオ会修道院から持ち
寄られました。
コレクションの中には等身大
とほぼ同じ大きさのカルトゥ
ジオ会修道士を描いたシリー
ズがあり、これらの絵は至聖
所に続く廊下に飾られていま
した。この展示室ではスルバ
ランの手から生み出された最
も想像力に富み感興のある傑
作を鑑賞することができます
。特に「聖ブルーノ」、「ベ
アト・フアン・デ・ホートン
」、「香炉を持つ天使」は傑
出しています。

展示室２

三連祭壇画「イバラの冠をいた
だいたキリスト、悲しみの聖母
マリア、使徒ヨハネと寄贈者」
ルイス・デ・モラーレス

フェニキア人の石棺
カディス　紀元前 世紀　
大理石 

展示室６７

数です。展示品を通して 世
紀から 世紀までのスペイン
絵画の推移を見ることができ
ます。展示室 には 世紀の
キャンバスまたは板に描かれ
た絵画を展示しています。中
でも素晴らしいのが「エッケ
・オモ（この人を見よ）」の
場面を描いたモラーレスの三
連祭壇画です。その他アレホ
・フェルナンデスとペドロ・
デ・カンパーニャの作品も見
逃すことができません。

「キリストの荊冠」
アレホ・フェルナンデス

建物とコレクション

ガデスでの出土品が展示し
てあるこの展示室には、都
市の重要な建物の一部であ
ったと思われる柱、マルシ
アスのモザイク、戦闘服を
着た皇帝の青銅像、灯台を
象ったグラファイト、水道
橋の一部の他、ガラスケー
スの中にはローマ人が家で

写
真
：
カ
ル
メ
ン
・
ロ
メ
ロ
／
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
メ
ン
ド

展示室 には先史時代の埋葬
用具と、人々が使用していた
道具類が展示してあります。
カディス州には旧石器時代か
ら青銅器時代まで絶えず人々
が暮らしていたことがわかっ
ています。ドルメン・デ・ア
ルベリテで発見されたものに
は新石器時代の道具やベティ
ーロの偶像がある他、石に彫
られた混色用パレットのよう
にとても興味深いものもあり
ます。またベナオカスの下部
地殻で発見された新石器時代
の道具や、サンルカル・デ・
バラメダの偶像のような銅器
時代の道具などがあります。

ここには植民地時代、特にフ
ェニキア人の支配下にあった
時代を中心としたカディス美
術館の最も壮観なコレクショ
ンが展示してあります。
年の男性用石棺発見に続き
年には女性用の石棺が発

見されました。この石棺は作
業の精巧さと優美さ、表現さ
れた人物が放つ落ち着きと荘
厳さにおいて、さらに感銘を
与えるものと言えるでしょう
。他にもサンクティ・ペトゥ

リで発見されたメルカット・
ヘラクレスの青銅像、プンタ
・デル・ナオで見つかったテ
ラコッタの焼き物に入った奉
納物、当時の埋葬地から出土
したフェニキア人の葬祭用具
の数々が展示してあります。
これらは地中海沿岸のフェニ

展示室３

ヘラクレス
サンクティ・ペトゥリ
カディス　紀元前 世紀
青銅

戦闘服の皇帝像

使用していた道具と、劇場
で発見されたものやそれに
関するものが展示されてい
ます。展示室の半分はロー
マ人埋葬地の出土品である
土葬と火葬二種類の墓や葬
祭用具、碑文などが占めて
います。これらは現在のカ
ディス州、特に州都で発見
されました。また、近年ク
オーツでできた家財道具と
ともに発見された火葬用の
墓は美術的にも素晴らしく
、大変に貴重であるという
点でも傑出しています。

展示室４
ここではローマ期の彫像が展
示してあります。バエロで発
見されたトラヤヌス帝像の頭
部はローマで作られ、法服を
着用した胴部分はバエロで作
られたものと思われます。も
うひとつの重要な展示品であ
るハドリアヌス帝像はサンク
ティ・ペトゥリで発見されま
した。

展示室５
この展示室では商業がテーマ
で、様々なタイプの大型壷や
物の運搬に使用した道具など
の展示があります。

トラヤヌス帝像
バエロ・クラウディア（ボロニ

ア）カディス　 世紀
大理石

イシス寺院の奉納用飾り板
（バエロ・クラウディア）

第 展示室はバエロ・クラウ
ディアの展示に当てられてい
ます。ここでは都市の地図の
他に劇場を飾っていた つの
大理石像や、様々な場所で行
われた発掘で見つかった道具
を見ることができます。展示
室 では州とカルテイア、カ
リッサ・アウレリア、アシド
、イプトゥシのような町で出
土したものを展示しています
。中でもトラヤヌス帝の台座
、トリトンのモザイク、原始
キリスト教時代の石棺、救済
条約文書が注目を集めます。

キア人に関するコレクション
中で最も重要なもののひとつ
です。ローマ人に関する展示
室では当時ローマ人の都市で
あったガデスとその埋葬地で
の出土品を中心に、バエロ・
クラウディアやカルテイア、
現在のメディナ・シドニアに
あった都市などで発見された
ものを展示しています。



美術館
カディス美術館
www.museosdeandalucia.es

ようこそ
カディス美術館の正門

開館時間　一般
毎週月曜休館
火曜：14：30～20：30、水～
土曜：09：00～20：30
日曜：09：00～14：30、祝日
開館日：09：00～14：30
祝日休刊日は電話またはホーム
ページでご確認ください。

団体
最善のサービスでお迎えできる
よう、事前に当美術館の教育文
化活動課（DEAC）にご連絡い
ただくことをお勧めします。
お申し込みは電話（956 20 33 
71）またはホームページ上の教
育プログラム欄にある申込書で
することができます。

３階　民俗学および現代美術展示

公共交通機関
市内バス1、2、3、5番

タクシー乗り場：聖アントニオ広場
またはスペイン広場

20世紀半ばまでの作品が展示
してあります。アバルスサ、
ルイス・ルナ、プリエト、ゴ
ドイのようなカディス出身の
写実主義画家の作品の他にも
、ベルエテやソローリャ、プ
ラなどそれ以前の画家の作品
があります。

展示室７

「絵画」ミロ

ミロのような今世紀の画家と
ともに、それぞれ異なる傾向
とスタイルを持つコストゥス
、フリオ・フステ、ペドロ・

展示室８  

ヨーロッパのバロック画家、
特にイタリア画家とフランド
ル画家の作品が中心です。イ

展示室４

カディスの新古典主義絵画が
展示してあります。作品は質
も高く、商業及び文化の中心
地であった都市が最も栄えた
時期に一致します。ビクトリ

展示室５

風俗写生画と歴史画が続きま
す。カディスとセビーリャの
画家は日常の生活を題材にし
た風俗主義画、歴史上の事実
を題材にした歴史画を描きま
した。中でもガルシア・ラモ
スの「黎明の祈り」や風俗主
義かつロマン主義であったベ
ッケルの「家族の肖像」は一
際目立っています。

展示室６

お客様へ

お待ちしています。

アクセス

数年前よりアンダルシア自治政府文化委
員会はアンダルシア州にある美術館を新
たな文化的、社会的需要に答えられる施
設に変え、市民がより親しめるよう努力
を続けています。

アルメリア美術館、アンダルシア写真セ
ンター、カディス美術館、コルドバ考古
学博物館、コルドバ美術館、グラナダ考
古学博物館、グラナダのロス・ティロス
の家美術館、グラナダ美術館、ウエルバ
美術館、ハエン美術館、リナレス考古学
博物館、ウベダ考古学博物館、カソラの
アルト・グアダルキビル民族博物館、マ
ラガ美術館、アンダルシア現代美術セン
ター、セビーリャ考古学博物館、セビー
リャ民族博物館、セビーリャ美術館、ム
リーリョの家美術館の19の機関が委員
会によって運営され、互いに連携してい
ます。

これらの施設のコレクションや活動を通
じて、アンダルシアとその文化財をより
深く知ることができます。私たちがどん
なであったか、またどのようにして今の

私たちに至ったかが美術、考古学、民俗
学のそれぞれの展示から見えてきます。
さらには将来私たちが願う姿も見えてく
るかもしれません。

これらの施設のコレクションや活動を通
じて、アンダルシアとその文化財をより
深く知ることができます。私たちがどん
なであったか、またどのようにして今の
私たちに至ったかが美術、考古学、民俗
学のそれぞれの展示から見えてきます。
さらには将来私たちが願う姿も見えてく
るかもしれません。

当美術館にお越しいただきましてありが
とうございます。お楽しみいただければ
幸いです。当美術館以外のアンダルシア
州美術館へも是非おいでください。州遺
産に関心をお持ち頂きましたことに感謝
申し上げると同時に、今後とも皆様のご
利用をお待ちしております。

文化委員会

風景スケッチ「ラ・バロサ」
フェリペ・アバルスサ

「ティア・ノリカ」
カディス伝統人形劇

19-20世紀

リッツィの「無原罪の御宿り
」を含めたスペインバロック
美術最盛期の作品があります
。ムリーリョ作の旧カディス
カプチーノ修道院の祭壇画は
特に興味深いものです。祭壇

展示室３

駅（鉄道）：カディス駅（セビージ
ャ広場）

バスセンター：コメス交通（イスパ
ニダ広場）

車
最寄りのパーキング
聖アントニオ広場

写真：パイサヘス・エスパニョレス(paisajes españoles) 
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の小宗教劇」と「ティア・ノ
リカ」は全場面が再現されて
います。「ティア・ノリカ」
に関しては闘牛によるひと突
きの場面、医者の訪問場面、
ノリカの遺言の場面が再現さ
れています。

画の中央には彼の最後の作品
となった「聖カトリーヌの神
秘的結婚」が描かれています
が、この絵と祭壇画の未完成
部分は弟子であったメネセス
・オソリオによって完成され
ました。この他、頭部以外は
ムリーリョのアトリエによる
ものと思われる「聖フランシ
スコ」も注目すべき作品です。

シモン、リタ・モラ、ギジェ
ルモ・ペレス・ビジャルタ、
チェマ・コボの作品やラファ
エル・アルベルティによるデ
ッサンなどを紹介しています
。この数十年の間に作られた
これらの作品は多種多様なコ
レクションを見せてくれます。

3階部分には近代のカディス
風俗写生主義がよく表れてい
る「ティア・ノリカ」のマリ
オネットを見ることができま
す。展示室内にはマリオネッ
ト、緞帳、舞台装置が展示し
てあります。作品が部分的に
展示してある他、2つの最も
古い代表的演目「クリスマス

この文化遺産は1978年に国に
よって購入され、保存と展示
のために当美術館に寄託され
ました。劇の道具、緞帳、マ
リオネット、原稿、さらには
入場券などが数多く保管され
ています。

「家族の肖像」
V. D.ベッケル

「聖家族」
ルーベンス

「無原罪の御宿り」
リッツィ
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カディス美術館
museocadiz.ccul@juntadeandalucia.es
www.museosdeandalucia.es/cultura/museocadiz
www.museosdeandalucia.es
ミナ広場（番号なし）11004　カディス
運営局：956 20 33 68／956 20 33 77
インフォメーションおよび団体の予約：956 20 33 71
電話：ストア 956 22 42 65
ファックス：956 20 33 81

タリア人画家としてはルカ・
ジョルダーノの作品やサンタ
フェーデの「十字架降下」が

あります。中でも最も傑出し
ているのは銅板に描かれたル
ーベンスによる「聖家族」で
す。

ア・マルティン・デル・カン
ポが代表です。

「香炉を持つ天使」
スルバラン

「聖ブルーノ」
スルバラン

「ベアト・フアン・デ・ホ
ートン」スルバラン

「香炉を持つ天使」
スルバラン


